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ＳＤＧｓ達成に向けた特徴的
な活動

氏名：
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・ 〇を記入していただいたＳＤＧｓ目標の達成に向け、すでに具体的に取り組んでいること、又はこれから取
り組むことをご記入ください。

事業者・団体等としての2030
年までのあるべき姿

・ 関連するＳＤＧｓの目標すべてに〇をご記入ください。（複数選択可）
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宣言日から３年間の成果指標
（定量的な目標）

業　種

所 在 地

事業所数（本社が提出する場
合のみ）

従業員（構成員）数 （うち外国人

ＳＤＧｓ宣言書

　私たちは、持続可能なまちづくりに向け、下記のとおり、ＳＤＧｓの推進に墨田区とともに取り組むことを
宣言します。

企業・団体名：

代表者　役職：

＜宣言日・変更日＞

和菓子の製造時に発生してしまう型崩れ等で商品として提供できないことがあるが、その商品を大幅に値段を
下げ提供している。また、以前は来店時において店舗で試食等の商品提供を行う際に、お皿やフォークもプラ
スチック製の物を使用していたが、プラスチックごみ削減を目指していく観点から、繰り返し使用できるもの
に切替を行った。また、節水を心掛けており、使用している冷蔵庫や製造機器の入替、店舗兼事務所のLED化
を検討中であり、現状よりも省エネ化に向けた行動に取り組んでいきたい。

明治2年(1869年)より創業し、代々味一筋に江戸のお菓子を作って
きましたが、2030年までには現在よりもフードロス削減を実現さ
せ、プラスチックごみを削減できる和菓子屋を目指していく。

令和6年8月22日

有限会社大川屋菓子店

大川　忠雄

フードロス削減に努めていく中で、徹底した在庫管理を行っ
ている。また、現状は試食等の商品提供時に紙おしぼりを利
用しているため、布おしぼりへの移行も進めている。

2027年までにフードロス20％削減の目標を達成させる。

宿泊業、飲食業
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代表取締役


